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(57)【要約】
【課題】不揮発性表示手段に表示状態が保持された状態
で電源がＯＦＦされていてもユーザが戸惑わない表示端
末及び表示端末プログラムを提供する。
【解決手段】電源ボタンの押下により電源ＯＦＦの指示
がなされたり、所定時間キー操作が行われなったりした
場合には、電源が断たれる。その際に、電気泳動表示装
置の第二表示領域２１２に「電源ＯＦＦしました。」と
いう、表示端末の電力供給が断たれている状態である旨
の報知情報が表示される。これにより、ユーザは表示端
末を使おうとした際に、表示端末の電力供給が断たれて
いることを知ることができる。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源からの電力供給が断たれても表示を維持する不揮発性表示手段を備えた表示端末で
あって、
　前記不揮発性表示手段の一部の表示領域である部分表示領域のみ表示を更新し、当該表
示端末への電力供給が断たれている旨の報知情報を前記部分表示領域に表示させた後、当
該表示端末の電源からの電力供給を断つ処理を行う電源切制御手段を備えたことを特徴と
する表示端末。
【請求項２】
　前記不揮発性表示手段の表示領域には、
　主たる情報を表示する表示領域である第一表示領域と、
　当該第一表示領域以外の領域にある第二表示領域とが少なくとも設けられており、
　前記不揮発性表示手段に表示させるコンテンツを記憶するコンテンツ記憶手段と、
　前記コンテンツ記憶手段に記憶されている前記コンテンツを第一表示領域に表示し、前
記コンテンツに付属する情報である付属情報を第二表示領域に表示するコンテンツ表示制
御手段とを備え、
　前記電源切制御手段は、第二表示領域を前記部分表示領域として前記報知情報を表示さ
せることを特徴とする請求項１に記載の表示端末。
【請求項３】
　前記電源切制御手段は、前記不揮発性表示手段の表示領域の上端部、下端部、左端部及
び右端部のうちのいずれかに設けられた領域を前記部分表示領域として前記報知情報を表
示させることを特徴とする請求項１に記載の表示端末。
【請求項４】
　当該表示端末へ電源から電力供給が開始された際に、前記電源切換手段により前記部分
表示領域に前記報知情報が表示される前に前記部分表示領域に表示されていた種類の情報
を前記部分表示領域に表示して、前記部分表示領域の表示のみを更新する第一起動表示更
新手段を備えたことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の表示端末。
【請求項５】
　前記表示領域は表示の更新を管理される複数の表示管理領域に分割されており、
　当該表示端末へ電源から電力供給が開始された際には、前記第二表示領域が含まれる表
示管理領域の表示のみを更新する第二起動表示更新手段を備えたことを特徴とする請求項
２に記載の表示端末。
【請求項６】
　前記不揮発性表示手段の表示領域は格子状に配置された単位領域で構成されており、
　当該表示端末へ電源から電力供給が開始された際には、表示状態の変化する前記単位領
域の表示のみを更新する第三起動表示更新手段を備えたことを特徴とする請求項１乃至５
のいずれかに記載の表示端末。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の表示端末の各種処理手段としてコンピュータを動作
させることを特徴とする表示端末プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示端末及び表示端末プログラムに関するものであり、詳細には、不揮発性
表示手段を備えた表示端末及び、不揮発性表示手段を備えた表示端末を制御する表示端末
プログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電力の供給が断たれても表示状態を保持する不揮発性表示手段を備えた表示端末
が使用されている。このような表示端末では、電源ＯＦＦ時の表示状態をそのまま保持し
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ていても、次の起動時に表示端末がどのような情報を表示しているかを認識していないと
、ユーザは継続使用することができない。そこで、最後に表示していた情報を不揮発性の
記憶手段に記憶させておく閲覧端末が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００７－１８７９２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明の閲覧端末では、電源ＯＦＦ時に表示していた
情報をそのまま保持しているので、ユーザは閲覧端末の電源が切られているのか、切られ
ていないのかわからないという問題点がある。そこで、ユーザが使用しようとした際に、
電源ＯＦＦであった場合には、閲覧端末が起動するまでには時間がかかるため、ユーザの
指示にすぐに反応せず、ユーザが戸惑ってしまうことがあった。
【０００４】
　本発明は、上述の問題点を解決するためになされたものであり、不揮発性表示手段に表
示状態が保持された状態で電源がＯＦＦされていてもユーザが戸惑わない表示端末及び表
示端末プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、請求項１に係る発明の表示端末では、電力の供給が断たれて
も表示を維持する不揮発性表示手段を備えた表示端末であって、前記不揮発性表示手段の
一部の表示領域である部分表示領域のみ表示を更新し、当該表示端末への電力供給が断た
れていることを示す報知情報を前記部分表示領域に表示させた後、当該表示端末の電力供
給を断つ処理を行う電源切制御手段を備えたことを特徴とする。
【０００６】
　また、請求項２に係る発明の表示端末では、請求項１に記載の発明の構成に加えて、前
記不揮発性表示手段の表示領域には、主たる情報を表示する表示領域である第一表示領域
と、当該第一表示領域以外の領域にある第二表示領域とが少なくとも設けられており、前
記不揮発性表示手段に表示させるコンテンツを記憶するコンテンツ記憶手段と、前記コン
テンツ記憶手段に記憶されている前記コンテンツを第一表示領域に表示し、前記コンテン
ツに付属する情報である付属情報を第二表示領域に表示するコンテンツ表示制御手段とを
備え、前記電源切制御手段は、第二表示領域を前記部分表示領域として前記報知情報を表
示させることを特徴とする。
【０００７】
　また、請求項３に係る発明の表示端末では、請求項１に記載の発明の構成に加えて、前
記電源切制御手段は、前記不揮発性表示手段の表示領域の上端部、下端部、左端部及び右
端部のうちのいずれかに設けられた領域を前記部分表示領域として前記報知情報を表示さ
せることを特徴とする。
【０００８】
　また、請求項４に係る発明の表示端末では、請求項１乃至３のいずれかに記載の発明の
構成に加えて、当該表示端末へ電源から電力供給が開始された際に、前記電源切換手段に
より前記部分表示領域に前記報知情報が表示される前に前記部分表示領域に表示されてい
た種類の情報を前記部分表示領域に表示して、前記部分表示領域の表示のみを更新する第
一起動表示更新手段を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項５に係る発明の表示端末では、請求項２に記載の発明の構成に加えて、前
記表示領域は表示の更新を管理される複数の表示管理領域に分割されており、当該表示端
末へ電源から電力供給が開始された際には、前記第二表示領域が含まれる表示管理領域の
表示のみを更新する第二起動表示更新手段を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　また、請求項６に係る発明の表示端末では、請求項１乃至５のいずれかに記載の発明の
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構成に加えて、前記不揮発性表示手段の表示領域は格子状に配置された単位領域で構成さ
れており、当該表示端末へ電源から電力供給が開始された際には、表示状態の変化する前
記単位領域の表示のみを更新する第三起動表示更新手段を備えたことを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項７に係る発明の表示端末プログラムでは、請求項１乃至６のいずれかに記
載の表示端末の各種処理手段としてコンピュータを動作させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に係る発明の表示端末では、電力の供給が断たれて、電力供給が断たれている
旨の報知情報が不揮発性表示手段の一部の表示領域である部分表示領域に表示されている
ので、ユーザはそのことを知ることができる。よって、例えば、電源を入れるための操作
をしなければならないことや、電源を入れたことにより所要される時間があることを認識
できるので、表示端末の操作に戸惑うことがない。なお、不揮発性表示手段のうち、部分
表示領域のみ表示が更新されるので、その他の表示領域の表示は維持されるため、電力供
給が断たれた後にも、ユーザはその他の領域に表示されている情報を閲覧することができ
る。
【００１３】
　また、請求項２に係る発明の表示端末では、請求項１に記載の発明の効果に加えて、第
一表示領域に電力供給が断たれた際の表示状態が保持されている状態であっても、電力供
給が断たれていることを示す報知情報は第一表示領域とは別の第二表示領域に表示される
ので、報知情報が第一表示領域に表示されている情報を隠し、その邪魔をすることがない
。また、第一表示領域にはコンテンツを表示することができるので、電力供給が断たれた
際に、第一表示領域にコンテンツが表示されていれば、電力供給が断たれた後にも、ユー
ザは、報知情報に邪魔されることなくコンテンツを閲覧することができる。
【００１４】
　また、請求項３に係る発明の表示端末では、請求項１に記載の発明の効果に加えて、表
示領域の上端部、下端部、左端部及び右端部のうちのいずれかに設けられた領域が部分表
示領域とされるで、部分表示領域が表示領域全体の端に設けられていることになる。よっ
て、部分表示領域に表示される報知情報がその他の領域に表示されている情報を邪魔する
ことがない。
【００１５】
　また、請求項４に係る発明の表示端末では、請求項１乃至３のいずれかに記載の発明の
効果に加えて、表示領域全体でなく、部分表示領域のみを更新するので、無駄な電力を使
うことがなく、更新に要する時間も短くてすむ。さらに、電力供給が開始された際には、
電力供給が断たれる前に部分表示領域に表示されていた種類の情報が表示されて、部分表
示領域の表示が更新される。よって、電力供給が開始されたにもかかわらず、電力供給が
断たれていることを示す報知情報がいつまでも表示されることがない。また、電源が断た
れる前に表示されていた種類の情報が表示されるので、ユーザは、電源を断つ前の状態と
同じように使用することができる。
【００１６】
　また、請求項５に係る発明の表示端末では、請求項２に記載の発明の効果に加えて、表
示領域全体でなく、第二表示領域を含む表示管理領域のみを更新するので、無駄な電力を
使うことがない。さらに、更新に要する時間も短くてすむ。
【００１７】
　また、請求項６に係る発明の表示端末では、請求項１乃至５のいずれかに記載の発明の
効果に加えて、表示領域全体でなく、表示状態が変化するドットのみを更新するので、無
駄な電力を使うことがない。さらに、更新に要する時間も短くてすむ。
【００１８】
　また、請求項７に係る発明の表示端末プログラムでは、請求項１乃至６のいずれかに記
載の表示端末の各種処理手段としてコンピュータを動作させることを特徴とする。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の一の実施の形態を図面を参照して説明する。まず、図１を参照して、表
示端末１の第外観及び主な動作について説明する。図１は、表示端末１の正面図である。
図１に示すように、表示端末１は、略直方体形状をしており、その正面には電気泳動表示
装置２１が設けられている。また、図１において図示しないが、表示端末１の右側面には
、メモリカード２３（図２参照）を挿入するためのカードスロットが設けられている。表
示端末１では、メモリカード２３に記憶されているコンテンツを電気泳動表示装置２１に
表示させることができる。なお、本実施の形態における「コンテンツ」では、文字、静止
画像及び動画のうちの少なくとも１つを表示することができる。そして、「コンテンツ」
は、文字を表示させるためのデータ，画像を表示させるためのデータ及び動画を表示させ
るためのデータのうちの少なくとも１つのデータで構成される。これらのデータを「コン
テンツ本体」とする。さらに、本実施の形態における「コンテンツ」では、コンテンツを
識別するための情報を少なくとも含む「付属情報」がコンテンツ本体に付随されている。
付属情報には、その他に、例えば、コンテンツの作成日時、作成者、データサイズがあり
、コンテンツに関する種々の情報が適宜設定される。
【００２０】
　そして、電気泳動表示装置２１の右側には、操作キー１４が設けられている。決定キー
１４５の上下左右にはそれぞれ、上キー１４１，下キー１４２，左キー１４４，右キー１
４３が設けられている。上キー１４１及び下キー１４２は目次画面やメニュー画面におい
てコンテンツを選択するためのキーであり、左キー１４４及び右キー１４３は表示されて
いるコンテンツのページめくりを行うためのキーである。これらの操作キー１４を電気泳
動表示装置２１に表示されている情報に応じて操作することにより、メモリカード２３に
記憶されているコンテンツを表示させたり、各種設定の指示がなされたりする。そして、
操作キー１４の下部には電源ボタン１５が設けられている。電源ボタン１５は、表示端末
１の電源の入り切りを指示するキーである。
【００２１】
　次に、図２を参照して、表示端末１の電気的構成について説明する。図２は、表示端末
１の電気的構成を示す模式図である。図２に示すように、表示端末１にはＣＰＵ１０と、
表示コントローラ１１と、充電コントローラ１２と、メモリカードインタフェース（Ｉ／
Ｆ）１３と、操作キー１４と、電源ボタン１５と、ＲＯＭ１６と、ＲＡＭ１７と、ＥＥＰ
ＲＯＭ１８と、ＲＴＣ１９とが設けられている。ＣＰＵ１０は表示端末１の制御を司る。
ＲＯＭ１６は、各種情報及び表示端末１を動作させる表示端末プログラムが記憶されてい
る。ＲＡＭ１７は各種のデータを一時的に記憶するメモリであり、ＥＥＰＲＯＭ１８は、
表示端末１の識別番号等を記憶した不揮発性メモリである。ＲＴＣ（Ｒｅａｌ　Ｔｉｍｅ
　Ｃｌｏｃｋ）１９は、時間を計測する。そして、表示コントローラ１１は、電気泳動表
示装置２１（図１参照）への情報の表示を制御する。メモリカードＩ／Ｆ１３は、メモリ
カード２３からの情報の読み取り、書き込みを制御する。なお、表示端末１は、図示外の
外部電源から電力供給を受けていない場合には、バッテリ２２の電力で駆動される。バッ
テリ２２又は外部電源からの電力供給経路は、ＣＰＵ１０に対するものと、ＲＯＭ１６，
ＲＡＭ１７，ＥＥＰＲＯＭ１８，表示コントローラ１１といった周辺装置に対するものと
の２系統ある。そして、充電コントローラは、バッテリ２２への外部電源からの充電を制
御する。
【００２２】
　ここで、電気泳動表示装置２１の物理的構成の概略について、図３～図５を参照して説
明する。図３は、電気泳動表示部４の正面図である。図４は、電気泳動表示部４のＩ－Ｉ
線（図２）における矢視方向断面図であり、図５は、電気泳動表示部４のＩＩ－ＩＩ線（
図２）における矢視方向断面図である。電気泳動表示装置２１は不揮発性の表示手段であ
り、電気泳動表示装置２１への電力供給が断たれても表示状態を保持することができる。
図３～図５に示すように電気泳動表示装置２１は、その下面部分に設けられる下部基板５
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０と、その上面部分に設けられる上部基板６０とが対向配置され、下部基板５０と上部基
板６０との間に表示部７０を備える。なお、Ｉ－Ｉ線は、表示端末１の横方向（図１の左
右方向）に平行な線を示し、ＩＩ－ＩＩ線は、縦方向（図１の上下方向）に平行な線を示
す。なお、図３～図５では、説明しやすいように、画素数を５×４の２０個としているが
、実際には、必要に応じた画素数を設けることができる。
【００２３】
　下部基板５０は、表示部７０に電界を発生させる下部電極５２と、下部電極５２の上面
側に絶縁材料を塗布等して形成した絶縁膜である下部電極保護膜５１と、下部電極５２の
下面側に設けられて表示端末１を支持する筐体支持部５３とを備える。下部電極保護膜５
１は、ポリエチレンテレフタレートやシリカ等の樹脂フィルムやガラスなどの無機材料等
の高い絶縁性を発揮可能な材料により形成される。なお、本実施の形態では、下部電極保
護膜５１及び筐体支持部５３は、可撓性のあるポリエチレンテレフタレートにより構成さ
れたプラスチック基板（樹脂フィルム）である。また、下部電極５２は、一定の電圧が印
加されるように線状の電気導電体が横方向（Ｉ－Ｉ線方向）に平行に配設された、複数の
電極を具備する基板である。
【００２４】
　下部基板５０の上方向（図４，図５の上方向）には、下部基板５０に対向して、かつ平
行に所定間隔を空けて上部基板６０が設けられる。上部基板６０は、表示部７０に電界を
発生させる上部電極６２と、上部電極６２の下面側に絶縁材料を塗布等して形成した絶縁
膜である上部電極保護膜６１と、上部電極６２の上面側に設けられて透明な部材により構
成されて表示画面として機能する表示層６３とを備える。上部電極保護膜６１はポリイミ
ド，ポリエチレンテレフタレート，ガラスなどの高い透明性を発揮可能な材料により形成
される。また、上部電極６２は、一定の電圧が印加されるように線状の電気導電体が縦方
向（ＩＩ－ＩＩ線方向）に平行に配設された、複数の電極を具備する基板であり、かつ高
い透明性を発揮可能な材料により構成される。本実施の形態では、上部電極保護膜６１は
ポリエチレンテレフタレートにより構成されたプラスチック基板（樹脂フィルム）である
。また、上部電極６２は酸化インジウムすず（ＩＴＯ）により形成された透明電極であり
、表示層６３はガラス基板である。つまり、上部基板６０は透明体であるから、利用者が
上部基板６０の上方向（図２上方向）から表示部７０を視認可能な表示基板として機能す
る。
【００２５】
　次に、表示部７０について説明する。対向して設けられる下部基板５０及び上部基板６
０と、スペーサー７１とで形成される間隙が、表示部７０である。スペーサー７１は、下
部基板５０及び上部基板６０との間隙に架設され、その間隙を格子状に均等に分割して複
数の小区画セルを形成するとともに、下部基板５０及び上部基板６０を支持する。スペー
サー７１は、格子状に複数の貫通孔が形成された板状部材として構成された可撓性部材で
あり、例えばポリイミドやポリエチレンテレフタレートなどの合成樹脂で構成されればよ
い。
【００２６】
　また、表示部７０の内部には、帯電粒子３３ａ，３３ｂ及び分散媒３４が充填される。
帯電粒子３３ａ，３３ｂは、分散媒３４中において帯電可能な材料が用いられ、有機化合
物や無機化合物からなる顔料や染料、もしくは顔料や染料を合成樹脂で包んだものからな
る。本実施の形態では、帯電粒子３３ａはスチレン樹脂と二酸化チタンの混合物で、平均
粒子径が５μｍのもの（７ｗｔ％）であって、粒子中の二酸化チタンの量が４０ｗｔ％の
ものを使用する。また、帯電粒子３３ｂはスチレン樹脂とカーボンブラックの混合物で、
平均粒子径が５μｍのもの（１０ｗｔ％）であって、粒子中のカーボンブラックの量が３
０ｗｔ％のものを使用する。そのため、帯電粒子３３ａは白色の色調であり、帯電粒子３
３ｂは黒色の色調である。また、帯電粒子３３ａと帯電粒子３３ｂとは正あるいは負に相
異なるように帯電しており、ここでは帯電粒子３３ａが負に、帯電粒子３３ｂが正に帯電
しているものとする。よって、上部電極６２に電荷
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【００２７】
　一方、分散媒３４としては、高絶縁性を発揮可能で、かつ粘性の低い、アルコール類，
炭化水素，シリコーンオイルなどを利用できる。本実施の形態では、パラフィン系溶剤で
あるエクソンモービル社製Ｉｓｏｐａｒ（７３ｗｔ％）を使用する。なお、分散媒３４に
は添加剤としてエタノール（１０ｗｔ％）が加えられている。
【００２８】
　また、上部基板６０の上面（下部基板５０と対向しない面）には、正面視、小区画セル
が存在しない表示部７０の周縁部を、利用者が視認できないように隠蔽するためのマスク
部４０が設けられる。マスク部４０は、上部基板６０の四辺に沿って一定幅で設けられ、
表示部７０を利用者が視認できるように貫通孔が設けられたロの字型形状の板状部材であ
り、ポリエチレンテレフタレートなどの合成樹脂を着色したものを接着したり、表示層６
３の表面に印刷したインク層で形成したりすればよい。そして、電気泳動表示装置２１を
その上方から見ると、マスク部４０に設けられた貫通孔から、表示部７０を視認すること
ができる構成となっている。
【００２９】
　次に、図６及び図７を参照して、電気泳動表示装置２１の表示領域２１０について説明
する。図６は、電気泳動表示装置２１の表示領域２１０の構成を示す模式図である。図７
及び図８は、電気泳動表示装置２１にコンテンツが表示されている状態を示す模式図であ
る。なお、電気泳動表示装置２１の表示領域２１０は、図３～図５を参照して説明した電
気泳動表示装置２１のマスク部４０に設けられた貫通孔から視認される領域である。
【００３０】
　図６に示すように、電気泳動表示装置２１の表示領域２１０は第一表示領域２１１及び
第二表示領域２１２で構成されている。第一表示領域２１１は、ユーザの表示端末１への
操作に応じて表示させる主たる情報を表示するためのメインの領域である。例えば、メニ
ュー画面や設定画面、コンテンツ本体が表示される。また、第二表示領域２１２は、第一
表示領域２１１に表示されている主たる情報を補足する情報や、表示端末１に関する補助
的な情報を表示するための領域である。第一表示領域２１１にコンテンツ本体が表示され
ている場合には、コンテンツの付属情報が「主たる情報を補足する情報」に該当する。ま
た、「補助的な情報」とは、例えば、表示端末１のバッテリ２２の残量、現在日時である
。さらに、本発明の要部である、表示端末１の電力供給が断たれている状態である旨のメ
ッセージである「報知情報」も「補助的な情報」に該当する。
【００３１】
　例えば、図７及び図８に示すように、コンテンツ本体が第一表示領域２１１に表示され
ている。そして、第二表示領域２１２には、第一表示領域２１１に表示されているコンテ
ンツの付属情報が表示されている。図７に示す例では、保存場所（フォルダ１）、コンテ
ンツ名（文書１）、表示ページ数及び全ページ数（１／３）が表示されている。なお、図
７に示す点線（第一表示領域２１１と第二表示領域２１２の境界線）は、領域の違いを示
すため便宜的に記載したものであり、実際には電気泳動表示装置２１には表示されない。
【００３２】
　なお、第一表示領域２１１は、第二表示領域に比べて広い面積を占めている。図６に示
す例では、表示領域２１０面積の９０％が第一表示領域２１１であり、１０％が第二表示
領域２１２である。そして、第二表示領域２１２は電気泳動表示装置２１の下端に設けら
れており、第一表示領域２１１に表示されている表示内容を邪魔しないように配慮されて
いる。
【００３３】
　本発明の表示端末１では、電源ボタン１５の押下により電源の入り切りを指示できる。
電源が切られている状態で電源ボタン１５が押下されたり、操作キー１４が押下されたり
すると、「電源投入」の指示とされ、ＣＰＵ１０及び周辺機器への電力供給が行われ、表
示端末１は稼働状態となる。一方、電源が入っている状態で電源ボタン１５が押下される
と、「電源切断」の指示とされ、電源を切るための処理が行われて、ＣＰＵ１０及び周辺
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機器への電力供給が断たれる。また、ユーザからの操作が所定時間行われなかった場合に
も、表示端末１は使用されていない状態であるとして、電源を切るための処理が行われて
、ＣＰＵ１０及び周辺機器への電力供給が断たれる。そして、本発明の表示端末１では、
電源が切られる際には、第二表示領域２１２に「電源ＯＦＦされました」の報知情報が表
示される（図８参照）。これにより、ユーザは表示端末１を使用する際に電源が切られて
いる状態であることを知ることができる。よって、ユーザは、操作キー１４を操作しても
表示端末１は直ぐに反応せず、起動動作を終えてから操作された操作キー１４に応じた処
理が行われることを認識することができる。
【００３４】
　次に、図９及び図１０のフローチャートを参照して、表示端末１の動作について説明す
る。図９は、表示端末１に電源ＯＮされた（電力供給が開始された）際に行われる起動時
処理の動作を示すフローチャートである。図１０は、表示端末１のメイン処理の動作を示
すフローチャートである。図９に示す起動時処理は、表示端末１の電源がＯＮされた際に
開始される。つまり、電源ボタン１５が押下される、又は、操作キー１４が押下された際
に開始される。図１０に示すメイン処理は、起動時処理によりシステムが起動された際に
、表示端末１のＲＯＭ１６に記憶されている表示端末プログラムがＣＰＵ１０で実行され
ることにより実施される処理である。
【００３５】
　まず、図９に示すように、起動時処理では、ＣＰＵ１０への電力供給が開始され（Ｓ１
）、次いで周辺装置への電力供給が開始される（Ｓ２）。そして、周辺装置の初期化処理
が行われ（Ｓ３）、ＣＰＵ１０においてシステムが起動される（Ｓ４）。このシステム起
動により、表示端末プログラムが実行され、メイン処理が行われる。
【００３６】
　図１０に示すように、メイン処理では、まず、ＥＥＰＲＯＭ１８に記憶されている表示
情報が取得される（Ｓ１１）。表示端末１の電力供給が断たれる際には、その時に電気泳
動表示装置２１に表示されている情報を示す表示情報（コンテンツＩＤ，ページ数）がＥ
ＥＰＲＯＭ１８の所定の記憶エリアに記憶される（Ｓ２０参照）。その際に記憶された表
示情報がＳ１１で取得される。次いで、取得された表示情報に基づいて、第一表示領域２
１１に表示されている内容（電力供給が断たれる際に表示されており、電源切断後にも保
持されていた表示内容）に応じた補助情報が第二表示領域２１２に表示される（Ｓ１２）
。例えば、第一表示領域２１１に、コンテンツが表示されている場合には、コンテンツの
保存先、コンテンツ名、ページ数が表示される。また、例えば、第一表示領域２１１にメ
ニュー画面が表示されている場合には、バッテリの残量を示すイラストが表示される。
【００３７】
　次いで、タイマの計測が開始される（Ｓ１３）。具体的には、ＲＡＭ１７に設けられて
いるタイマ記憶エリア（図示外）が「０」に初期化される。このタイマ記憶エリアは、図
示外の時間計測プログラムにより所定時間（例えば１秒）ごとに「１」が加算される。よ
って、タイマ記憶エリアの値を参照することにより、タイマ計測を開始してからの経過時
間を取得できる。本実施の形態の表示端末１では、ユーザの操作が行われていない時間が
所定時間を経過した場合に、表示端末１の電源が断たれる。そこで、ユーザの操作が行わ
れない時間を計測するためにタイマ計測が行われる。なお、所定時間を示す値は、ＲＯＭ
１６又はＥＥＰＲＯＭ１８に記憶されている。この値は、予め定められていてもよいし、
ユーザに表示端末１で設定させるようにしてもよい。
【００３８】
　次いで、操作キー１４又は電源ボタン１５が操作されたか否かの判断が行われる（Ｓ１
４）。キー操作が行われていなければ（Ｓ１４：ＮＯ）、タイマ記憶エリアが参照されて
、所定時間が経過したか否かの判断が行われる（Ｓ１５）。所定時間が経過していなけれ
ば（Ｓ１５：ＮＯ）、Ｓ１４へ戻り、キー操作の判断が行われる。そして、Ｓ１４，Ｓ１
５の処理が繰り返し行われる中で、操作キー１４又は電源ボタン１５が押下され、キー操
作が行われたら（Ｓ１４：ＹＥＳ）、タイマ記憶エリアに「０」が記憶されて、タイマ計
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測がリセットされる（Ｓ１６）。そして、操作されたキーが電源ボタン１５であれば（Ｓ
１７：ＹＥＳ）、Ｓ１９へ進み、電源ＯＦＦのための処理が行われる（Ｓ１９～Ｓ２２）
。一方、押下されたキーが電源ボタン１５でなければ（Ｓ１７：ＮＯ）、押下された操作
キー１４に応じた処理が行われる（Ｓ１８）。例えば、コンテンツが表示されており、操
作キー１４が押下（キー操作）されれば、次ページに第一表示領域２１１の表示が更新さ
れる（応じた処理）。そして、Ｓ１４へ戻る。
【００３９】
　このようにして、操作キー１４が操作される度に（Ｓ１４：ＹＥＳ）、タイマ計測はリ
セットされ、ユーザの操作が行われていない時間の計測が開始され（Ｓ１６）、対応した
処理が実行される（Ｓ１８）。そして、キー操作が行われないまま、タイマ記憶エリアの
値が所定時間を示す値よりも大きくなり、所定時間を経過したら（Ｓ１５：ＹＥＳ）、Ｓ
１９へ進み、電源ＯＦＦのための処理が行われる（Ｓ１９～Ｓ２２）。
【００４０】
　電源ＯＦＦのための処理では、まず、第二表示領域２１２に「電源ＯＦＦしました。」
の報知情報が表示される（Ｓ１９）。そして、第一表示領域２１１に表示されている情報
に関する表示情報がＥＥＰＲＯＭ１８に記憶される（Ｓ２０）。ここで記憶された情報に
基づいて、表示端末１の起動時に電気泳動表示装置２１の表示が更新されることになる。
次いで、周辺装置への電力供給が断たれ、ＣＰＵ１０への電力供給が断たれて、メイン処
理は終了する。
【００４１】
　以上のようにして、本実施の形態の表示端末１では、電源ボタン１５の押下により電源
切断の指示がなされたり、所定時間キー操作が行われなかったりした場合には、電源が断
たれる。その際に、電気泳動表示装置２１の第二表示領域２１２に「電源ＯＦＦしました
。」という、表示端末１の電力供給が断たれている状態である旨の報知情報が表示される
。これにより、ユーザは表示端末１を使おうとした際に、表示端末１の電力供給が断たれ
ていることを知ることができる。したがって、ユーザは、電源ボタン１５又は操作キー１
４を押下しても、表示端末１が初期処理を行うために、直ぐに表示端末１が動作しないこ
とを認識することができる。
【００４２】
　なお、上記実施の形態におけるメモリカード２３が「コンテンツ記憶手段」に該当する
。図１０に示すフローチャートのＳ１８において、ユーザからのキー操作がコンテンツの
表示指示であった場合に、第一表示領域２１１にコンテンツを表示させる処理を行うＣＰ
Ｕ１０が「コンテンツ表示制御手段」に相当する。そして、図１０に示すフローチャート
のＳ１９において、報知情報であるメッセージを表示させる処理を行うＣＰＵ１０が「電
源切替制御手段」に相当する。そして、Ｓ１２において、電力供給が断たれる際に、第一
表示領域２１１に表示されており、電源切断後にも保持されていた表示内容に応じた補助
情報を第二表示領域２１２に表示させる処理を行うＣＰＵ１０が「第一起動表示更新処理
」に相当する。そして、第二表示領域２１２が「部分表示領域」に該当する。
【００４３】
　なお、本発明の表示端末１は、上記した実施の形態に限定されるものではなく、本発明
の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。上記実施の形
態では、「電源ＯＦＦしました。」という報知情報を表示したが、報知情報の文言はこれ
に限らない。表示端末１の電力供給が断たれている状態である旨を伝える報知情報であれ
ばよい。また、報知情報は文字でなくイラスト，絵文字，模様，表示領域１２０の全領域
を囲う枠，特定の文字や情報を囲う枠であってもよい。また、コンテンツをメモリカード
２３に記憶させたが、表示端末１にハードディスク装置を搭載して、ハードディスク装置
に記憶させてもよい。また、ＥＥＰＲＯＭ１８やＲＡＭ１６にコンテンツを記憶させても
よい。
【００４４】
　また、上記実施の形態では、第一表示領域２１１に表示されている主たる情報を補足す
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る情報や、ユーザへの報知情報が表示される補助的な情報を表示するための領域である第
二表示領域２１２を「部分表示領域」として報知情報を表示させた。上記実施の形態では
、第二表示領域２１２は表示領域２１０の下端に設けられていたが、第一表示領域２１１
及び第二表示領域２１２の表示領域２１０における配置は、上記実施形態に示すものに限
らない。第二表示領域は、表示領域１２０の上端部、左端部、右端部に設けられていても
よい。また、第一表示領域に表示される情報の内容に応じて、第一表示領域及び第二表示
領域の表示領域２１０における配置が変化してもよい。例えば、第一表示領域にコンテン
ツが表示されている場合には、図６乃至図８に示したように、下端部に配置するが、メニ
ュー画面では右端部に配置するようにしてもよい。
【００４５】
　また、報知情報の表示場所である「部分表示領域」は第二表示領域２１２に限らない。
第一表示領域２１１内に報知情報を表示させてもよい。また、第一表示領域２１１内にお
いては、その上端部、下端部、左端部、右端部、左上角部、右上角部、左下角部、右下角
部といった、第一表示領域２１１の隅に表示させてもよい。また、表示領域２１０の周辺
部に表示させてもよい。この場合、第一表示領域２１１に表示されている情報の邪魔をす
る可能性が低くなる。しかしながら、報知情報を目立たせるために中央付近に表示させて
もよい。
【００４６】
　また、上記実施の形態では、表示端末１の起動時に第二表示領域２１２のみを更新して
いる。つまり、第二表示領域２１２を構成する画素のみを表示更新している。しかしなが
ら、起動時にＳ１２において更新する領域は、第二表示領域２１２のみでなくともよい。
例えば、電気泳動表示装置２１の表示領域２１０の全体、つまり、第一表示領域２１１及
び第二表示領域２１２を更新してもよい。
【００４７】
　また、上記実施の形態における第一表示領域２１１及び第二表示領域２１２は、表示内
容により表示領域１２０を分割して定義されているが、表示領域１２０を表示更新の管理
する領域（「表示管理領域」という）で分割してもよい。そして、第二表示領域２１２が
含まれる表示管理領域のみ表示更新を行ってもよい。例えば、図１１に示す例では、表示
領域１２０が５つの表示管理領域２２１～２２５に分割されている。５つの表示管理領域
２２１～２２５は、表示領域１２０を横方向に分割した領域であり、それぞれ電気泳動表
示装置２１の面積の２０％の大きさである。この場合、第二表示領域２１２（図６～図８
参照）は、一番下の表示管理領域２２１に含まれる。そこで、Ｓ１２では、表示管理領域
２２１を構成する画素のみを更新する。このように、表示管理領域２２１のみを更新した
り、第二表示領域２１２のみを更新したりすれば、電気泳動表示装置２１の全体を更新す
るよりも、更新に要する時間を短縮させることができる。また、更新に要する電力を軽減
することができる。なお、Ｓ１２において、第二表示領域２１２が含まれる表示管理領域
のみの表示更新を行うＣＰＵ１０が「第二起動表示更新手段」に相当する。
【００４８】
　また、第二表示領域２１２のみを更新する場合、表示領域１２０の全体を更新する場合
、及び、表示管理領域２２１のみを更新する場合において、領域を構成する全ての画素を
更新せずに、表示色が変更される画素のみ更新させるようにしてもよい。例えば、図３に
示した例では、アルファベットの大文字「Ｈ」が表示されている。この場合に、アルファ
ベットの大文字「Ｅ」に表示を更新する場合、一番上の行の左から２番目及び３番目の画
素、一番下の行の２番目及び３番目の画素が「白」から「黒」へ変更される。さらに、一
番右の列の上から１番目及び２番目の画素が「黒」から「白」へ変更される。したがって
、全２０個の画素のうち６個の画素の表示更新を行うのみでよいので、更新に要する時間
が短縮され、更新に要する電力が軽減される。なお、画素が「単位領域」に該当し、Ｓ１
２において、表示色が変更される画素のみ更新させる処理を行うＣＰＵ１０が「第三起動
表示更新手段」に相当する。
【図面の簡単な説明】
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【００４９】
【図１】表示端末１の正面図である。
【図２】表示端末１の電気的構成を示す模式図である。
【図３】電気泳動表示部４の正面図である。
【図４】電気泳動表示部４のＩ－Ｉ線（図２）における矢視方向断面図である。
【図５】電気泳動表示部４のＩＩ－ＩＩ線（図２）における矢視方向断面図である。
【図６】電気泳動表示装置２１の表示領域の構成を示す模式図である。
【図７】電気泳動表示装置２１にコンテンツが表示されている状態を示す模式図である。
【図８】電気泳動表示装置２１にコンテンツが表示されている状態を示す模式図である。
【図９】表示端末１に電力供給が開始された際に行われる起動時処理の動作を示すフロー
チャートである。
【図１０】表示端末１のメイン処理の動作を示すフローチャートである。
【図１１】５つの表示管理領域２２１～２２５に分割されている表示領域１２０を示す模
式図である。
【符号の説明】
【００５０】
１０　ＣＰＵ
１４　操作キー
１５　電源ボタン
１６　ＲＯＭ
１９　ＲＴＣ
２１　電気泳動表示部
１２０　表示領域
２１１　第一表示領域
２１２　第二表示領域
２２１～２２５　表示管理領域
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